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【
解
題
】

　

架
蔵
番
号
：
貴
三
八-

一-

九
。
巻
子
一
軸
。
前
欠
。
本
紙
二
六
紙
。
楮
紙
。
紙
背

文
書
は
な
い
。
修
補
さ
れ
後
補
の
木
軸
が
付
く
。
本
紙
法
量
、
縦
二
八
・
一
（
第
一

五
紙
以
下
は
若
干
大
き
く
二
八
・
九
）×
横
全
長
一
一
二
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

各
紙
横
幅
①
二
九
・
八
、
②
四
二
・
三
、
③
四
二
・
五
、
④
四
二
・
三
、
⑤
四
二
・

三
、
⑥
四
二
・
五
、
⑦
四
二
・
五
、
⑧
四
二
・
七
、
⑨
四
二
・
六
、
⑩
四
二
・
三
、

⑪
四
二
・
六
、
⑫
四
二
・
七
、
⑬
四
二
・
七
、
⑭
四
二
・
五
、
⑮
四
二
・
七
、
⑯
四

九
・
〇
、
⑰
四
八
・
七
、
⑱
四
九
・
〇
、
⑲
四
八
・
九
、
⑳
三
八
・
〇
、
㉑
四
八
・

四
、
㉒
四
八
・
八
、
㉓
四
八
・
七
、
㉔
四
八
・
八
、
㉕
四
九
・
〇
、
㉖
二
五
・
〇
。

　

春
日
若
宮
神
主
千
鳥
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
し
い
文
書
・
記
録
類
を
集
め
た

『
春
日
社
旧
記
』
の
一
点
。
春
日
社
の
式
年
造
替
（
お
お
む
ね
二
十
年
程
度
の
間
隔
）

に
あ
た
り
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
三
月
に
、
春
日
社
の
執
行
正
預
中
臣
延
秀
と

神
主
大
中
臣
経
茂
と
が
連
署
し
て
注
進
し
た
、
造
替
の
た
め
に
今
後
必
要
と
な
る
諸

品
目
等
の
書
き
上
げ
。
原
本
は
氏
長
者
・
寺
家
（
通
常
社
家
は
寺
家
を
介
し
て
京
都

と
や
り
と
り
す
る
）
に
提
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
料
紙
・
書
風
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
に

あ
た
る
鎌
倉
後
期
の
案
文
で
あ
ろ
う
。
永
仁
度
の
造
替
は
、
永
仁
六
年
二
月
九
日
に

事
始
、
同
十
日
に
下
遷
宮
、
同
年
十
二
月
三
十
日
に
正
遷
宮
し
て
い
る
（『
古
今
最

要
抄
』
六
「
当
社
御
造
替
事
始
并
造
国
司
事
」
な
ど
）。
こ
の
次
の
遷
宮
は
元
応
二

年
（
一
三
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

前
欠
だ
が
、
上
棟
時
の
大
宮
方
で
大
工
へ
与
え
る
禄
の
書
き
上
げ
の
途
中
か
ら
始

ま
り
、
若
宮
方
の
分
な
ど
、
用
意
す
べ
き
禄
の
内
容
が
続
く
。
次
い
で
「
正
遷
宮
以

前
可
有
御
沙
汰
事
」
と
し
て
、
神
宝
お
よ
び
本
殿
の
荘
厳
に
か
か
わ
る
諸
具
や
遷
宮

儀
式
に
用
い
る
装
束
等
が
あ
る
（
た
だ
し
「
正
遷
宮
雑
事
等
事
」
の
項
目
名
を
脱
写

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。
さ
ら
に
「
可
被
新
造
小
社
事
」
で
、
新
た
に
造
り
替
え
る

べ
き
境
内
の
小
社（
基
本
的
に
全
て
）を
列
挙
す
る
。そ
の
次
に
、「
楼
門
幷
参
ケ
廊
・

登
廊
」
は
修
理
を
加
え
て
葺
き
改
め
、
そ
の
雑
具
・
金
物
も
修
理
し
て
、
舗
設
は
新

調
す
べ
し
と
し
て
、
大
宮
の
三
ケ
廊
（
一
切
経
廊
・
唯
識
講
廊
・
長
講
廊
）
と
若
宮

経
所
（
拝
殿
）
の
舗
設
の
詳
細
が
あ
る
。
次
い
で
、
大
宮
・
若
宮
の
内
院
（
瑞
垣
内
）

の
雑
具
、
御
供
所
の
備
品
を
書
き
上
げ
る
。
こ
こ
で
余
白
を
設
け
て
項
目
が
大
き
く

変
わ
り
、「
正
遷
宮
以
後
可
有
御
沙
汰
中
社
等
事
」
と
し
て
、
水
屋
社
・
榎
本
社
・

紀
伊
社
・
祓
戸
社
・
三
十
八
所
社
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
殿
・
下
遷
宮
雑
事
・
上
棟
禄
物
・

正
遷
宮
雑
事
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
修
理
・
新
造
す
べ
き
付
属
殿
舎
の
目
録

が
あ
り
、
若
宮
の
巠
拝
殿
（
神
楽
殿
）・
手
水
屋
に
つ
い
て
備
品
を
細
か
く
記
す
。

　

本
史
料
中
で
「
弘
安
ニ
（
ハ
）」
と
注
記
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
永
仁
度
の

史
料
紹
介

藤　
　

原　
　

重　
　

雄

三　
　

輪　
　

仁　
　

美

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
〔
永
仁
六
年
春
日
社
造
替
条
々
注
進
〕

（『
春
日
社
旧
記
』
の
う
ち
巻
九
）
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前
の
造
替
に
あ
た
る
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
度
で
、
千
鳥
家
蔵
「
弘
安
十
年
造
営

記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
『
千
鳥
氏
旧
記
』
二
［2012 -257 -2

］
の

う
ち
。
以
下
複
本
は
同
架
蔵
の
も
の
）
の
冒
頭
部
分
が
本
史
料
と
類
似
す
る
史
料
で

あ
る
（
六
月
八
日
下
遷
宮
、
十
二
月
二
十
一
日
正
遷
宮
）。
弘
安
十
年
六
月
日
の
中

臣
祐
家
・
大
中
臣
泰
長
の
両
惣
官
に
よ
る
注
進
状
で
、
末
尾
識
語
に
「
此
注
文
弁
殿

（
藤
原
雅
藤
）下
向
之
次〈
六
月
十
二
日
進
之
云
々
、〉若
宮
神
主
祐
春
直
注
進
之
了
、」

と
あ
る
。
こ
れ
も
前
欠
で
、
か
つ
錯
簡
・
中
間
欠
も
し
く
は
謄
写
漏
れ
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
お
お
よ
そ
本
史
料
の
「
正
遷
宮
以
前
可
有
御
沙
汰
事
／
神
宝
事
」（
弘
安

度
で
は
「
可
為
官
御
沙
汰
事
」）
以
下
の
項
目
を
含
ん
で
い
る
。
比
較
す
る
と
、
神

宝
の
よ
う
に
全
く
同
一
で
踏
襲
さ
れ
る
と
こ
ろ
（『
中
臣
祐
定
記
』
嘉
禎
二
年
六
月

二
十
七
日
条
な
ど
）
が
あ
る
一
方
、
造
替
の
必
要
あ
る
実
態
に
沿
っ
て
細
か
く
書
き

上
げ
ら
れ
て
も
い
る
。
本
史
料
は
、
廊
な
ど
附
属
殿
舎
の
備
品
に
つ
い
て
詳
細
で
、

少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
で
は
他
に
所
見
が
な
さ
そ
う
な
建
物
に
関
し
て
も
含
ま
れ
、

そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
素
材
と
な
る
。

　

弘
安
度
の
造
替
は
弘
安
九
年
よ
り
始
ま
り
、
同
十
年
正
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
の

一
年
間
に
つ
い
て
は
若
宮
神
主
千
鳥
祐
春
の
神
事
日
記
が
翻
刻
さ
れ
参
照
し
や
す

く（
注
）、

そ
の
別
記
「
造
営
日
記
」（
五
月
一
日
条
）
の
清
書
本
と
み
ら
れ
る
の
が
、
千

鳥
家
所
蔵
『
春
日
社
造
替
記
』（
影
写
本
［3012 -12

］）
で
あ
る
。
こ
の
別
記
六
月

二
十
九
日
条
で
は
、
檜
皮
葺
工
・
壁
工
へ
の
酒
肴
が
訴
訟
に
よ
り
下
行
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
記
し
、
本
史
料
で
の
弘
安
の
例
と
内
容
的
に
対
応
し
、
欠
損
部
を
補
う
こ
と

も
で
き
る
。
弘
安
度
に
つ
い
て
は
、
他
に
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
春
日
大
社
所
蔵

『
春
日
社
御
造
営
之
記
』（
書-

二
七
、影
写
本［3012 -50

］・
写
真
帳［6170.65 -4 -77

］）、

辰
市
家
蔵
『
春
日
若
宮
遷
宮
仮
殿
料
理
以
下
雑
事
之
記
』（
謄
写
本
［2012 -198

］）・

「
弘
安
年
中
御
造
営
古
物
支
配
之
記
」（『
辰
市
家
旧
記
』二［2012 -244 -2

］の
う
ち
）、

石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧
お
茶
の
水
図
書
館
）
成
簣
堂
文
庫
蔵
大
乗
院
文
書
『
春

日
社
弘
安
御
造
替
記
』（
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
［6800 -200 -5

］）、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

『
弘
安
造
替
記
』・『
弘
安
十
年
遷
宮
之
記
』
個
人
蔵
「
春
日
御
社
御
造
営
事
（
断
簡

貼
交
屏
風
）」（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
』
二
〇
一
四
年
、

N
o.30

）
な
ど
、
相
対
的
に
史
料
が
多
く
残
存
す
る
。
な
お
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
・

奈
良
市
教
育
委
員
会
編
『
大
宮
家
文
書
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
四
年
）
に
収
録
分

の
大
宮
家
文
書
に
弘
安
・
永
仁
度
の
造
替
記
は
な
い
よ
う
だ
が
、
遷
宮
・
造
替
に
関

わ
る
史
料
は
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
内
容
面
で
は
、
弘
安
九
年
十
二
月
の
注
進

状
（『
春
日
大
社
文
書
』
六
・
一
一
二
六
号
）
や
応
永
三
十
四
年
・
文
安
四
年
の
千

鳥
家
蔵
『
春
日
社
造
替
記
』（
影
写
本
［3012 -15

］）
に
写
さ
れ
た
注
進
状
と
重
な

る
要
素
が
あ
り
、
翻
刻
の
参
考
と
し
た
。

　

本
史
料
と
類
似
の
文
書
と
し
て
は
、
先
ご
ろ
春
日
大
社
の
所
蔵
と
な
っ
た
「
大
東

家
文
書
」
所
収
の
前
欠
文
書
に
、
廊
の
備
品
の
う
ち
、「
西
御
廊
」
か
ら
「
若
宮
経
所
」

が
同
文
の
注
進
状
（『
春
日
神
社
文
書
』
参
・
大
東
家
文
書
一
〇
七
「
社
司
替
物
注

進
状
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
二
月
日
」、『
春
日
大
社
文
書
』
六
・
大
東
家
文
書
一
〇
七
「
三

惣
官
下
遷
宮
雑
事
等
注
進
状
写
」）
が
あ
る
。
こ
の
写
し
が
『
春
日
大
社
文
書
』
六
・

一
一
二
七
号
で
、
こ
れ
も
前
欠
な
が
ら
、
本
史
料
の
前
半
部
分
と
同
一
の
要
素
も
多

い
。
造
替
に
あ
た
り
先
例
を
踏
襲
し
、
遂
行
す
べ
き
事
柄
を
詳
細
に
書
き
上
げ
て
実

施
を
図
る
と
と
も
に
、
細
部
に
わ
た
る
注
記
に
は
実
現
を
予
祝
す
る
性
格
も
感
じ
ら

れ
、
吉
書
と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
い
く
ら
か
元
の
文

字
を
残
し
、
原
本
の
行
替
わ
り
を
踏
襲
し
つ
つ
一
部
追
い
込
ん
だ
箇
所
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
／
を
標
示
し
た
。
そ
の
他
、
通
例
に
従
う
。
本
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
画
像
を
公
開
し
て
お
り
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
の

分
担
関
係
は
、
初
め
に
三
輪
が
翻
刻
を
入
力
し
、
藤
原
が
校
正
し
て
解
題
を
付
し
た
。

（
注
）
増
補
続
史
料
大
成
『
春
日
社
記
録
』
三
。
な
お
永
島
福
太
郎
氏
の
解
題
に
『
祐
春
記
』

「
永
仁
六
年
下
」
が
存
す
る
旨
記
さ
れ
て
い
る
が
内
容
を
確
認
し
て
い
な
い
。
蛇
足
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な
が
ら
、
弘
安
十
年
十
月
十
一
日
条
末
尾
の
脱
落
紙
（
二
〇
六
頁
）
は
、
史
料
編
纂

所
蔵
『
春
日
社
旧
記
』
巻
七
（
十
四
号
）
に
一
紙
が
含
ま
れ
て
お
り
、
項
目
に
付
さ

れ
た
通
番
か
ら
み
て
、
も
う
一
紙
を
逸
失
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
左
に
翻
刻
を
掲

げ
る
。
紙
背
文
書
あ
り
。
右
端
に
「
五
十
一
」
と
丁
付
あ
り
。

云
前
代
云
当
時
、
不
遁
所
当
重
科
者
歟
、
而
中
村
庄
民
等
無
左

右
奉
穢
御
神
木
之
条
、
太
以
不
当
也
、
所
詮
相
催
九
ヶ
所
神
人
、

可
行
彼
庄
民
等
於
清
祓
之
状
、
依
衆
徒
僉
議
、
下
知
如
件
、

故
下
、

　
　
　
　
　
　

弘
安
十
年
十
月
十
一
日

執
行
正
預
中
臣
連
在
判

権
預
中
臣
連
同

権
預
中
臣
連
同

権
預
中
臣
連
同

神
宮
預
中
臣
連
同

権
預
中
臣
連
同

次
預
中
臣
連
同�

』（
折
目
跡
）　

権
預
中
臣
連
同

　
（
二
行
分
程
空
行
）

若
宮
神
主
中
臣
連
同

十
三
日
、
中
村
へ
の
神
人　
　

出
立
、
ヒ
ル
ノ
物
ニ

二
升
下
行
、
一
日
斗
云
々
、

　

庄
家
ニ
テ
ノ

食
事
ハ

九
ヶ
所
神
人
可
致
沙
汰
云
々
、
仍
若
宮

　

同
可
為
其
内
、

同
日
、
大
社
分
師
子
・
狛
犬
為
採
色
取
出
、
仍
彼
師
子
・
狛
犬
等
為
置

　

備
殿

カ
コ
ヒ
ノ
内
南
面
一
間
在
切
懸
戸
一
枚
、

者
祐
春
拝
領
□

　

西
面
一
間
戸
無
之
、

大
社
両
惣
官
取
之
歟
、

【
翻
刻
】「
春
日
社
旧
記
九
」（
後
補
表
紙
貼
紙
外
題
）

（
前
欠
、
上
棟
大
宮
方
大
工
禄
物
○
『
春
日
大
社
文
書
』

一
一
二
六
号
参
看
、

）

　
　
　
　

	

肴
弐
合

　
　

　
　

大
□

　
　
　

□
壱
疋	

綾
柀
物
壱
領

　
　
　

白
布
拾
端
長
同
シ
、	

饗
料
米
壱
石

　
　

□
頭

　
　
　

絹
壱
疋	

白
布
伍
端
長
同
シ
、

　
　
　

同
料
米
伍
斗

　
　

□
肆
人

　
　
　

絹
弐
疋
各
肆
丈
、	

白
布
拾
弐
端
長
同
シ
、

　
　
　

同
料
米
壱
石
弐
斗

　
　
　
　
　

已
上
可
相
分
之
、�

　

」

　
　

□
中

　
　
　

白
布
拾
端
長
同
シ
、	

同
料
米
壱
石

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　
　

酒
肴
無
之
、
弘
安

ニ
如
此
雖
注
進
、依
歎
申
、代
銭
壱
貫
文
被
下
行
之
、

　
　

□

　
　

大
工

　
　
　

□
壱
疋	

壱
領

　
　
　

□
布
伍
端
長
同
シ
、	

饗
料
米
伍
斗

　
　

□
□

　
　
　

単
衣
壱
領	

白
布
参
端
長
同
シ
、

　
　
　

同
料
米
弐
斗

　
　

□
中

（
和
泉
国
）

（
祐
家
）

（
延
秀
）

（
祐
秀
）

（
祐
葛
）

（
祐
親
）

（
能
道
）

（
祐
貞
）

（
能
春
）（

祐
春
）

三
人
内
若
宮
一
人
清
国
、

二
百
十
一

東
一
間

（
一
七
）

〔
大
瓶
壱
〕

〔
檜
皮
葺
〕

〔
工
〕

〔
馬
〕

〔
被
〕

〔
引
〕

〔
長
〕

（
第
一
紙
）

〔
連
〕

〔
壁
〕〔

馬
〕

〔
平
絹
被
物
カ
〕

〔
白
〕

〔
引
頭
〕

〔
連
〕
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白
布
拾
端
長
同
シ
、	

同
料
米
壱
石

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　
　
　
　

器
物
各　
　

宣
旨
□
定
、

　
　
　

□
肴
無
之
、
弘
安

ニ
如
此
雖
注
進
、依
歎
申
、代
銭
一
貫
文
被
下
行
之
云
々
、

　
　
　

神
人
中
酒
肴
壱
具

　
　
　
　

大
瓶
壱	

肴
弐
合
代
銭
二
貫
五
百
文

被
下
行
云
々
、

　
　
　

両
方
常
住
神
殿
守
中
酒
肴
事
、
雖
無
所
見
、
弘
安

ニ
代
銭
一
貫�

　

」

　
　
　

被
下
行
之
、
又
鍛
冶
幷
木
津
問
丸
依
申
子
細
、
銭
五
百
文
充

　
　
　

給
之
云
々
、

　

若
宮
御
方
禄
物
事

　
　

大
工

　
　
　

□
置
馬
壱
疋
鞦
、	

馬
壱
疋

　
　
　

被
物
弐
重	

色
々
布
伍
端

　
　
　

饗
料

壱
石

　
　

□
頭

　
　
　

馬
壱
疋	

被
物
壱
重

　
　
　

同
料
米
伍
斗

　
　

長
弐
人

　
　
　

単
衣
弐
領	

同
料
米
陸
斗

　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　

連
中

　
　
　

白
布
拾
伍
端
長
各
四
丈
、	

同
料
米
壱
石
伍
斗

　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　
　

酒
肴
壱
具
如
大
社
、

　
　

檜
皮
葺

　
　
　

大
工

　
　
　
　

馬
壱
疋	

被
物
壱
領

　
　
　
　

白
布
伍
端
長
同
シ
、　

	

饗
料
米
伍
斗�

　

」

　
　

引
頭

　
　
　

絹
壱
疋	

白
布
参
端
長
同
シ
、

　
　
　

同
料
米
参
斗

　
　

長
弐
人

　
　
　

絹
捌
丈	

白
布
肆
端
長
同
シ
、

　
　
　

同
料
米
肆
斗

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　

□
中

　
　
　

白
布
伍
端
長
同
シ
、　

	

同
料
米
伍
斗

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　
　

酒
肴
無
之
、
弘
安

ニ
依
歎
申
、代
銭
一
貫
文
如
大
社
被
下
行
之
云
々
、

　
　

壁

　
　
　

大
工

　
　
　
　

馬
壱
疋	

平
絹
被
物
壱
領

　
　
　
　

白
布
伍
端
長
同
シ
、　

	

饗
料
米
伍
斗

　
　

引
頭

　
　
　
　

単
衣
壱
領	

白
布
参
端
長
同
シ
、

　
　
　
　

同
料
米
弐
斗

　
　

連
中

　
　
　
　

白
布
拾
端
長
同
シ
、　

	

同
料
米
壱
石

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　
　
　
　
　

器
物
各
長
合
定
云
々
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

　
　
　
　

酒
肴
無
之
、
弘
安

ニ
依
歎
申
、代
銭
一
貫
文
被
下
行
之
云
々
、

　
　
　
　

両
方
神
人
中
酒
肴
弘
安

ニ
雖
漏
注
文
、造
国
司
各
別
之
故
、

欲
被
下
行
云
々
、又
鍛
冶
依
申
子
細
、四
丈
白
布
／
壱
端
給
之
云
々
、

〔
斗
〕

〔
酒
〕

（
第
二
紙
）

〔
鞍
〕

（
畝
）

米

〔
引
〕

（
第
三
紙
）

〔
連
〕

（
第
四
紙
）
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拝
屋
上
棟
禄
物
事

　
　
　

大
工

　
　
　
　

被
物
一
重
御
殿
同
時
之
間
、弘
安

ニ
ハ

被
通
用
畢
、

大
社
鳥
居
上
棟
禄
物
事

　
　
　

大
工

　
　
　
　

単
衣
壱
領	

白
布
伍
端
御
殿
同
時
之
間
、

弘
安

ニ
ハ

被
通
用
了
、

　
　

連
拾
参
人
中

　
　
　
　

白
布
弐
拾
陸
端
同
通
用
了
、

　
　
　
　
　

已
上
各
可
相
分
之
、

　
　

若
宮
鳥
居
上
棟
同
シ
、

一
、
正
遷
宮
以
前
可
有
御
沙
汰
事

　
　

神
宝
事
大
社
御
分
、

　
　

唐
筪ク

シ
ケ壱

具
方
捌
寸
伍
分
、　

高
陸
寸
、

在
御
鏡
弐
面
、　

方
肆
寸
伍
分
、

　
　
　

蒔
絵
平
文
、
弐
重
懸
子　

在
小
筪
壱
合
、
各
白
鑞
置
口
、
赤
地
錦
折
立

　
　
　

幷
薄
蒔
平
文
臺
壱
脚
、
金
銅
沓
形
折
金
物
等
、

　
　

鏡
臺
壱
基
軸
高
弐
尺
伍
寸
、

在
御
鏡
壱
面
、　

径
壱
尺
、
八
花
形
、

　
　
　

薄
蒔
平
文
、
金
銅
金
物
、
上
居
水
精
玉
壱
果
、
在
小
葵�

　

」

　
　
　

文
織
物
入
帷
壱
条
、
繍

壱
具
、
御
鏡
筥
壱
合
、

　
　
　

薄
蒔
平
文
、
白
鑞　
○
以
下
二
行
、細

字
ナ
ル
ベ
シ
、

　
　
　

置
口
、

　
　

御
衣
笠
肆
流
各
方
参
尺
、

在
懸
緒
、　

緋
組
肆
筋
、長
各
壱
丈
肆
尺
、

　
　
　

各
面
紫
小
葵
文
織
物
、
居
玉
笥ケ

弐
拾
肆
果
、
裏
蘇
芳
打
絹

　
　
　

泥
□
□
黒
漆
平
文
、
金
銅
金
物
、
四
角
蕨
形
、
同
筋
伏
輪
・
檐ノ

キ

伏
輪
、

　
　
　

赤
地
唐
錦
帽
額
、
裏
蘇
芳
打
絹
、
葱ソ

ウ

花
、
柏
形
鉤
、
四
角
玉
、
上
巻

　
　
　

瑠
璃
露
等
、

　

胡
床
子
肆
脚
長
各
弐
尺
壱
寸
、

高
各
壱
尺
漆
寸
、

　
　
　

黒
塗
平
文
、
金
銅
木
尻
、
以
緋
組
貫
之
、
赤
地
錦

　
　
　

覆
肆
條
、
裏
蘇
芳
打
絹
泥
絵
、
在
丸
緒
志
部
総
、

　

繧
繝
端
半
帖
肆
枚
弘
参
尺
漆
寸
、

　
　
　

各
面
□
筵
、
裏
上
絹
、
中
部
薦
・
紙
等
、

　

東
京
錦
茵
肆
枚
弘
参
尺
漆
寸
、

　
　
　

各
面
白
織
物
、
裏
蘇
芳
打
絹
、
縁
東
京
錦
、
中
部
綿
・
紙
・
筵
等
、

　

壁
代
拾
陸
帖
各
紅
花　

末
濃
、在　

鉤
幷　

緋
組
肆
丈
、
在
□
絵
、

　

　
　
　

肆
帖
各
肆
幅
、長
各
陸
尺
伍
寸
、

　
　
　

肆
帖
各
伍
幅
、長
同
、

　
　
　

捌
帖
□
陸
幅
、長
同
、

　
　
　
　
　
　
　
「
薄ハ

リ

蒔
」（
貼
紙
）

　

同
軸
拾
□
支

黒
塗　

平
文
、在
金
銅
木
尻
、

　
　
　

捌
支
長
各
陸
尺
漆
寸
、　

径
各
陸
分
、

　
　
　

捌
支
長
各
伍
尺
、　　
　

径
同
、�

　

」

　

御
簾
肆
枚
弘
各
伍
尺
漆
寸
伍
分
、

高
各
伍
尺
陸
寸
参
分
、

　
　
　

紺
地
倭コ

ヽ

錦
縁
帽
額
、

　
　
　

在
金
銅
金
物
等
、	

鉤
丸
緒
総
志
部
、

　

若
宮
御
分

　
　
　

御
□
笠
壱
流
方
参
尺
、

在
懸
緒
緋
組
壱
筋
、長
壱
丈
肆
尺
、　

○
コ
ノ
行
、行
頭

ヲ
上
グ
ベ
シ
、

　
　
　

面
紫
小
葵
文
織
物
、
居
玉
笥
弐
拾
肆
果
、
裏
蘇
芳
打
絹

　
　
　

泥
絵
、
骨
黒
塗
平
文
、
金
銅
金
物
、
四
角
蕨
形
、
同
筋
伏
輪
・

　
　
　

檐
伏
輪
、
赤
地
帽
額
、
裏
蘇
芳
打
絹
、
葱
花
、
柏
形
鉤
、
四
角
玉
、
上

　
　
　

巻
瑠
璃
露
等
、

　

胡
床
子
壱
脚
長
弐
尺
、

高
壱
尺
漆
寸
、

（
第
五
紙
）

緒

〔
絵
、骨
〕

〔
京
〕

紐

〻 〔
泥
〕

〔
各
カ
〕

〔
陸
〕

（
第
六
紙
）

〔
衣
〕
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黒
塗
平
文
、
金
銅
木
尻
、
以
緋
組
貫
之
、
赤
地
錦
覆
壱
帖
、

　
　
　

裏
蘇
芳
打
絹
泥
絵
、
在
丸
緒
総
志
部
、

　

繧
繝
端
半
帖
壱
枚
方
参
尺
漆
寸
、

　
　
　

面
京
筵
、
裏
上
絹
、
中
部
薦
・
紙
等
、

　

東
京
錦
茵
壱
枚
方
参
尺
伍
寸
、

　
　
　

面
白
織
物
、
裏
蘇
芳
打
絹
、
縁
東
京
錦
、
中
部
綿
・
紙
・
筵
等
、

　

壁
代
肆
枚
各
紅
花
末
濃
、在
泥
絵
、
鉤
幷
緋
組
壱
丈
、

　
　
　

壱
帖
肆
幅
、　　

長
陸
尺
伍
寸
、

　
　
　

壱
帖
伍
幅
、　　

長
同
、

　
　
　

弐
帖
各
陸
幅
、　

長
同
、

　

同
軸
肆
支
黒
塗
平
文
、在
金
銅
木
尻
、�

　

」

　
　
　

弐
支
長
各
陸
尺
漆
寸
、　

径
陸
分
、

　
　
　

弐
支
長
各
伍
尺
、　　
　

径
各
同
、

　

御
簾
壱
枚
弘
伍
尺
捌
寸
弐
分
、

高
伍
尺
玖
寸
弐
分
、

　
　
　

赤
地
唐
錦
縁
帽
額
、
金
銅
金
物
、
栗
形
、
丸
緒
総
志
部
、

　

一
、
殿
々
師
子
狛
犬
加
修
理
可
被
採
色
之
、

〔
一
、
正
遷
宮
雑
事
等
事
〕
○
至
徳
注
進
状

ニ
ヨ
リ
補
フ
、

　
　
　

御
衣
笠
懸
金
銅
栗
形
伍
加
若
宮
御
方
壱
定
、

　
　
　

金
銅
御
鏁
鎰
伍
具
在
鎰
緒
緋
組
、

加
若
宮
御
方
壱
具
定
、

　
　
　

御
壁
代
懸
金
銅
ツ
ホ
在
座
、

陸
拾
、
毎
殿
拾
弐
充
、
加
若
宮
御
方

拾
弐
定
、

　
　
　

御
供
机
伍
脚
加
若
宮
御
方
壱
脚
定
、

　
　
　

燈
爐
玖
基
加
若
宮
御
方
弐
基
定
、

在
栗
形
、鐵
盞
・
同
箸
各
壱
前
、

　
　
　

同
綱
玖
筋
蘇
芳
絹
、中
部
細
布
捌
筋
、長
各
弐
丈
、

鐵
鈦
壱
筋
、加
若
宮
御
方
弐
筋
定
、

　
　
　

同
張
絹
弐
丈
捌
寸
加
若
宮
御
方
弐
基
分
定
、

　
　
　

散
米
弐
折
敷
白
米
各
参
升
、

加
若
宮
御
方
壱
折
敷
定
、

　
　
　

桶
伍
口
口
各
壱
尺
参
寸
、奉
入
六
面
渡
鏡
料
、

加
若
宮
御
方
壱
口
定
、

　
　
　

大
幕
肆
丈
白
布
玖
拾
端
在
幕
柱
百
玖
拾
肆
本
、　

加
若
宮
御
方
伍
拾
捌
端
、

幷
幕
柱
百
参
拾
本
定
、

　
　
　

肆
寸
釘
拾
連

　
　
　

雲
形
肆
丈
紺
布
拾
陸
端
加
若
宮
御
方
定
、

竹
弐
拾
肆
本
、　

加
若
宮
御
方
定
、　 

○
至
徳
注
進
状
ニ
ハ
、正
遷
宮

雑
事
等
事
ノ
冒
頭
ニ
ア
リ
、

　
　
　

社
司
拾
弐
人
浄
衣
陸
丈
上
絹
拾
弐
疋
加
若
宮
御
方
定
、

　
　
　

神
殿
守
拾
陸
人
襷
襅
陸
丈
細
布
拾
陸
端
加
若
宮
御
方

弐
人
定
、

�

」

　
　
　

荒
薦
拾
伍
枚
長
各
壱
丈
、　

殿
内
御
装
束
時
料
、

加
若
宮
御
方
参
枚
定
、

　
　
　

筵
道
薦
百
枚
長
各
壱
丈
、

加
若
宮
御
方
陸
拾
陸
枚
定
、

　
　
　

足
高
参
脚
寸
法
同
前
、

加
若
宮
御
方
壱
脚
定
、

　
　
　

伍
寸
釘
弐
連
加
若
宮
御
方
定
、

　
　
　

為
奉
營
新
殿
木ト

ク
サ賊

百
連

加
若
宮
御
方
弐
拾
連
定
、在
手
袋
・
足
袋
料

白
布
陸
丈
、　

参
切
竹
量
定
、内

加
同
御
方
参

丈
陸
尺
定
、

　
　
　

覆
面
厚
紙
壱
帖
加
若
宮
御
方
定
、

　
　
　

酒
肴
壱
具

一
、
可

新
造
小
社
事

　
　
　

内
院
漆
社
正
還
宮
以
前
可
被
新
造
、

　
　
　

中
院
捌
所
内
於
風
宮
社
者
、鳥
居

籬
在
之
、

　
　
　

外
院
参
所

　
　
　

率
河
神
殿
参
所
鳥
居

籬
、経
所
壱
宇
、

東
面
鳥
居
壱
基
、釘
貫
、北
西4
南
参
方
築
地
、

一
、
若
宮
小
社
事

　
　
　

内
院
弐
所
同
正
遷
宮
以
前
、

　
　
　

中
院
陸
所

　
　
　
　

已
上
可
為
新
造
、

一
、
御
後
備
殿
正
遷
宮
以
前
同
可
被
加
修
理
、

一
、
楼
門
幷
参
ケ
廊
・
登
廊
加
修
理
可
被
葺
改
之
、
於
雑
具
幷

　
　

金
物
者
同
可
為
修
理
、
至
鋪
設
者
新
調
也
、

〔
条
〕

紐

（
第
七
紙
）

内

（
第
八
紙
）

〔
塋
〕

被
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小
文
高
麗
肆
帖
、
紫
縁
弐
拾
捌
帖
内
若
宮
御
方
陸
帖
、

加
小
文
壱
帖
定
、�

」

　

東
廊

　
　
　

前
机
壱
脚
在
金
物
、	

花
机
壱
脚
在
金
物
、

　
　
　

磬
壱
在
臺
・
金
物
、	

燈
臺
玖
本
在
金
物
、

　
　
　

如
意
壱	

香
爐
花
壱
茎

　
　
　

経
机
拾
参
脚
在
金
物
、	

御
経
箱
弐
合
在
銅
栗
形
、

　
　
　

閼
伽
具
壱
前	

香
箱
壱
合

　
　
　

油
瓶
子
壱
口
在
鐵
臺
、	

硯
箱
壱
合

　
　
　

礼
盤
壱
脚
在
半
帖
・

金
物
、	
明
障
子
伍
間
、
内
物
見
参
間

　
　
　

連
子
障
子
肆
間	

布
障
子
弐
間

　
　
　

突
立
障
子
壱
基
在
金
物
、	

円
座
壱
枚

　

中
廊

　
　
　

前
机
弐
脚
在
金
物
、	

花
机
壱
脚
在
金
物
、

　
　
　

磬
壱
在
臺
・
金
物
、	

燈
臺
弐
本
在
金
物
、

　
　
　

香
爐
花
連
弐
茎	

経
机
拾
捌
脚
在
金
物
、

　
　
　

閼
伽
具
壱
前	

香
唐
樻
参
合

　
　
　

香
樻
弐
合	

硯
箱
壱
合

　
　
　

礼
盤
弐
脚
在
半
帖
・

金
物
、	

高
座
弐
脚
在
半
帖
・

金
物
、

　
　
　

桶
壱
口	

明
障
子
陸
間
、
内
物
見
肆
間

　
　
　

連
子
障
子
肆
間	

布
障
子
弐
間

　
　
　

突
立
障
子
壱
基
在
金
物
、	

円
座
壱
枚　
　
　
　
　

�

　

」

　

西
廊

　
　
　

前
机
弐
脚
在
金
物
、	

花
机
弐
脚
在
金
物
、

　
　
　

磬
在
臺
・
金
物
、	

燈
臺
肆
本
在
金
物
、

　
　
　

香
爐
壱
在
箱
、	

香
爐
花
壱
茎

　
　
　

経
机
捌
脚	

如
意
壱

　
　
　

閼
伽
具
壱
前	

油
瓶
子
弐
口
在
鐵
臺
、

　
　
　

硯
箱
壱
合	

明
障
子
伍
間
、
内
物
見
参
間

　
　
　

高
座
弐
脚
在
半
帖
・
金
物
、	

連
子
障
子
伍
間

　
　
　

閼
伽
棚
・
手
水
棚
新
造
之
、

　

若
宮
経
所
具
足

　
　
　

花
机
壱
脚
在
金
物
、	

前
机
壱
脚
在
金
物
、

　
　
　

磬
壱
在
臺
・
金
物
、	

燈
臺
参
基
内
光
燈
臺
壱
基
、

在
金
物
、

　
　
　

如
意
壱	

香
爐
壱

　
　
　

短
尺
箱
壱
合	

経
机
九
脚
在
金
物
、

　
　
　

花
立
弐	

閼
伽
具
壱
前

　
　
　

礼
盤
壱
脚
在
半
帖
、	

円
座
壱
枚

　
　
　

香
箱
壱
合	

油
瓶
子
壱
口

　
　
　

突
立
障
子
壱
基
在
金
物
、	

明
障
子
肆
間

、
内
物
見
弐
間

　
　
　

釣ツ
リ

棚
弐
枚	

硯
壱
合

一
、
三
ケ
廊
修
理
之
時
、
為
経
論
置
、
直
会
殿
北一間
、
東
西
二
間
拵
之
、
南
面
口一在
之
、

一
、
内
院
雑
具
等
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」

　
　
　

燈
爐
辛
樻
弐
合
朱
塗
、長
各
弐
尺
漆
寸
弐
分
、　

弘
壱
尺
陸
寸
、

高
壱
尺
参
寸
、　

足
陸
、

　
　
　

閼
伽
辛
樻
壱
合
長
壱
尺
伍
寸
壱
分
、　

弘
壱
尺
壱
寸
捌
分
、

高
壱
尺
参
寸
、　

在
懸
子
、足
陸
、

　
　
　

白
木
辛
樻
肆
合
下
殿
置
之
、

　
　
　

硯
箱
弐
合

　
　
　

御
祭
時
棚
弐
脚
内

　
　
　
　

壱
脚　

高
弐
尺
参
寸	

方
壱
尺
陸
寸

　
　
　
　

壱
脚　

高
参
尺	

方
弐
尺

　
　
　

階
壱
基
長
壱
丈
弐
尺
、	

子
陸

　
　
　

塵
取
弐
合
高
各
伍
寸
、	

方
弐
尺

　
　
　

庭
綱
弐
筋
長
各
伍
丈
、	

口
壱
寸
伍
分

（
第
九
紙
）

（
第
十
紙
）

壱

半
間

〔
箱
脱
〕

（
第
十
一
紙
）
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一
、
若
宮
内
院
雑
具
事

　
　
　

燈
爐
辛
樻
壱
合
朱
塗
、　

長
弐
尺
伍
寸
漆
分
、

弘
壱
尺
陸
寸
伍
分
、　

高
壱
尺
弐
寸
伍
分
、　

足
陸
、

　
　
　

閼
伽
辛
樻
壱
合
黒
塗
、　

方
九
寸
、　

高
伍
寸
壱
分
、　

足
肆
、

　
　
　

硯
箱
壱
合

　
　
　

白
木
辛
樻
壱
合

　
　
　

樻
壱
合
長
参
尺
、　

弘
壱
尺
捌
寸
、

高
壱
尺
、

　
　
　

塵
取
壱
合
高
伍
寸
、

方
弐
尺
、

一
、
御
供
所
具
足
等
事

　
　
　

八
足
伍
脚
在
打
敷
伍
枚
、入
箱
壱
合
、

加
若
宮
御
方
壱
脚
定
、

　
　
　

朱
盤
参
拾
陸
枚
内
大
伍
枚
、　

中
弐
拾
漆
枚
、　

加
散
米
料
弐
枚
定
、

小
伍
枚
、　

加
若
宮
御
方
大
壱
枚
、　

中
陸
枚
、　

小
壱
枚
定
、

　
　
　

日
並
散
米
料
衝
重
肆
脚
加
若
宮
御
方
弐
脚
定
、

　
　
　

御
高
坏
肆
拾
本
加
若
宮
御
方
捌
本
定
、�

　
　
　

」

　
　
　

小
神
盤
伍
拾
枚
加
若
宮
御
方
拾
枚
定
、

　
　
　

御
酒
瓶
子
弐
口
在
桶
、

加
若
宮
御
方
壱
口
定
、

　
　
　

御
蓋
参
拾
内
大
伍
、

加
若
宮
御
方
陸
定
、

　
　
　

同
張
絹
壱
疋
弐
丈
在
骨
竹
陸
本
、

口
各
参
寸
、

　
　
　

御
鍉
弐
枝
加
若
宮
御
方
壱
枝
定
、

　
　
　

御
幣
串
拾
本
旬
・
日
並
両
分
、

加
若
宮
御
方
弐
本
定
、

　
　
　

神
殿
守
拾
弐
人
旬
襷
襅
弐
丈
細
美
布
拾
弐
端
入
箱
弐
合
、

　
　
　

垂
布
捌
間

　
　
　

爼マ
ナ

板
弐

　
　
　

鍋ナ
ヘ

漆
口
大
・
小
、

　
　
　

金
輪
肆

　
　
　

桶
参
拾
壱
口

　
　
　

盃モ
リ

板
弐
枚

　
　
　

辛
樻
弐
合

　
　
　

イ
ヨ
ト壱

　
　
　

火
打
壱

（
四
行
程
空
行
）

一
、
正
遷
宮
以
後
可
有
御
沙
汰
中
社
等
事

　
　

水
屋
社
壱
宇　

�

　
　

」

　
　

同
鳥
居
壱
基　

肆
面

籬　

尻
懸
壱
支

一
、
事
始
在
之
、
但
如
先
例
者
以
四
五
木
壱
支
、
在
木
枕

弐
支
、

　
　

榎
本
・
紀
伊
社
・
祓
戸
等
同
日
被
通
用
之
、　

酒
肴
同
、

一
、
假
殿
事

　
　

参
間
板
屋
壱
宇
在
庇
幷
棟
、

三
尺
八
寸
間
定
、

　
　

在
板
敷
参
方
・
御
床
下
以
榑
板
拵
之
、

　
　

御
棚
参
脚
白
木

管
足
、

　
　

御
戸
切
懸

　
　

腰
長
押
破
風
開
板
打
之
、

　
　

足
高
壱
足

一
、
下
遷
宮
雑
事
等
事

　
　

御
幣
壱
帖
在
串
参
本
、

　
　

散
米
弐
折
敷
各
白
米
参
升
、

　
　

御
座
薦
参
枚
長
各
壱
丈
、

　
　

御
壁
代
薦
参
枚
長
同
シ
、

　
　

筵
道
薦
拾
枚
長
同
シ
、

　
　

伊
与
簾
参
枚
在
形
皮
六
、

　
　

軾
肆
丈
白
布
壱
端

　
　

役
神
殿
守

襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　

桶
弐
口
御
鏡
奉
納
之
、

〔
漆
〕

（
第
十
二
紙
）

（
第
十
三
紙
）

二
人
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燈
爐
綱
布
七
尺

　
　

金
槌
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」

　
　

釘
貫
壱

　
　

伍
寸
釘
壱
連

　
　

突
立
障
子
弐
御
中
引
代
、

　
　

打
板
壱
枚
長
壱
丈
弐
尺
、

弘
壱
尺
、

上
棟
禄
物
以
下
雑
事
等
事

　
　

御
幣
参
本
壱
本
別
伍
色
絹
懸
之
、

　
　

打
敷
白
布
参
端

　
　

襷
襅
布
壱
端

　
　

軾
布
壱
端

　
　

餅
等
事
、
如
大
社
准
拠
、

禄
物
事

　

大
工

　
　

馬
壱
疋	

綾
被
物
壱
重

　
　

白
布
伍
端	

饗
料
米
壱
石

　

引
頭

　
　

衣
壱
領	

白
布
参
端

　
　

同
料
米
伍
斗

　

長
参
人

　
　

各
布
弐
端	

同
料
米
弐
斗

　

連
拾
人

　
　

各
布
壱
端	

同
料
米
参
斗

　
　

酒
肴
代
銭
参
貫
文
、弘
安

ニ
被
下
行
之
、

檜
皮
葺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　

」

　

大
工

　
　

衣
壱
領	

白
布
参
端

　
　

饗
料
米
伍
斗

　

引
頭

　
　

白
布
弐
端	

同
料
米
弐
斗

　

連
捌
人

　
　

各
布
壱
端	

同
料
米
壱
斗

　
　

酒
肴
代
銭
一
貫
文
、弘
安

ニ
被
下
行
之
、

一
、
正
遷
宮
雑
事
等
事

　
　

繧
繝
半
帖
参
帖
長
弐
尺
漆
寸
、　

弘
弐
尺
、

厚
弐
寸
弐
分
、

　
　

御
簾
参
間
長
各
参
尺
肆
寸
捌
分
、　

弘
各
参
尺
捌
寸
弐
分
、

在
懸
緒
陸
筋
、帽
額
耳
金
、

　
　

中
引
御
几
張
弐
帖
長
各
伍
尺
、　

弘
各
肆
尺
玖
寸
、

在
懸
緒
肆
筋
、筒
抜
弐
支
、〈
長
各
肆
尺
伍
寸
伍
分
、／
口
玖
分
、在
木
尻
、鐵
ツ
ホ
肆
、〉

　
　

燈
爐
壱
基
在
綱
、蘇
芳
、中
部
布
、　　

栗
形
、

張
絹
入
樻
壱
合
、

　
　

散
米
弐
折
敷
各
白
米

参
升
、

　
　

御
幣
紙
壱
帖
在
串
参
本
、

　
　

筵
道
薦
拾
枚
長
各
壱
丈
、

　
　

鐵
鏁
壱
具
在
赤
糸

壱
筋
、

　
　

懸
金
弐
具

　
　

御
棚
参
脚
白
木
、

　
　

足
高
弐
脚

　
　

桶
弐
口

　
　

役
神
殿
守
弐
人
襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　

軾
肆
丈
白
布
壱
端

　
　

神
殿
守
酒
肴
壱
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

一
、
榎
本
社

　
　
　

鳥
居
壱
基　

玉
垣　

尻
懸
壱
支

　
　
　

事
始
在
之
、

（
第
十
四
紙
）

（
第
十
五
紙
）

（
第
十
六
紙
）
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假
殿
事

　
　
　

一
間
板
屋
一
宇
在
棟
六
尺
間
定
、

　
　
　

在
板
敷
三
方
幷
御
床
下
以
榑
板
拵
之
、

　
　
　

御
棚
壱
脚
管
足

白
木
、

　
　
　

御
戸
切
懸

　
　
　

腰
長
押
破
風
開
板
打
之
、

　
　
　

足
高
弐
脚

　
　
　

六
七
寸
木
一
支
、
為
参
詣
人
尻
懸
御
前
置
之
、

　

下
遷
宮
雑
事
等
事

　
　
　

御
幣
紙
一
帖

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米

参
升
、

　
　
　

御
座
薦
壱
枚
長
壱
丈
、

　
　
　

御
壁
代
薦
参
枚
長
各
同
シ
、

　
　
　

役
神
殿
守
弐
人
襷
襅
六
丈
細
布
二
端

　
　
　

軾
四
丈
白
布
壱
端

　
　
　

筵
道
薦
参
十
参
枚
長
各
同
シ
、

　
　
　

伊
与
簾
弐
枚

　
　
　

御
弊
串
弐
本
長
□
六
尺
、

　
　
　

客
皮
四
筋

　
　
　

金
槌
壱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

　
　
　

釘
貫
壱
具

　
　
　

桶
壱
口
入
御
鏡
料
、

　
　
　

伍
寸
釘
陸

　
　
　

假
殿
燈
爐
綱
白
布
七
尺
五
寸

上
棟
禄
物
以
下
雑
事
等
事

　
　
　

御
幣
参
本
五
色
絹
懸
之
、

　
　
　

打
敷
布
壱
端

　
　
　

襷
襅
布
壱
端

　
　
　

軾
布
壱
端

　
　
　

餅
等
事
、
如
水
屋
社
准
拠
、

　

禄
物
事

　
　

大
工

　
　
　

白
布
参
端　
　
　
　

饗
料
米
参
斗

　
　

引
頭

　
　
　

白
布
壱
端　
　
　
　

同
料
米
二
斗

　
　

長
壱
人

　
　
　

各
白
布
壱
端　
　
　

同
料
米
壱
斗

　
　

連
参
人

　
　
　

各
白
布
壱
端　
　
　

同
料
米
壱
斗

　

檜
皮
葺

　
　

大
工

　
　
　

白
布
壱
端　
　
　
　

饗
料
米
弐
斗

　
　

引
頭

　
　
　

白
布
壱
端　
　
　
　

同
料
米
壱
斗

　
　

連
壱
人

　
　
　

白
布
壱
端　
　
　
　

同
料
米
壱
斗

一
、
正
遷
宮
雑

等
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

　
　
　

繧
繝
半
帖
壱
帖

　
　
　

御
簾
壱
間
在
懸
緒
弐
筋
、

帽
額
耳
金
、

　
　
　

燈
爐
壱
基
在
鐵
鈦
綱
一
筋
、

栗
形
、張
絹
、

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米
参
升
、

　
　
　

御
弊
紙
壱
帖

〔
各
〕

（
第
十
七
紙
）

事

（
第
十
八
紙
）
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筵
道
薦
参
十
参
枚
長
各
壱
丈
、

　
　
　

懸
金
壱
具

　
　
　

ク
ル
ヽ
木
鏁
壱
具

　
　
　

役
神
殿
守
弐
人
襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　
　

軾
四
丈
白
布
壱
端

　
　
　

御
幣
串
弐
本
長
各
陸
尺
、

　
　
　

鐵
御
鎰
壱
在
緋
組
緒
付
之
、

　
　
　

足
高
弐
脚
高
各
一
尺
七
寸　

長
弐
尺
漆
寸
、

弘
壱
尺
伍
寸
、

　
　
　

桶
壱
口
入
燈
爐
料
、

　
　
　

神
殿
守
酒
肴
壱
具

一
、
紀
伊
社

　
　
　

鳥
居
壱
基

　
　
　

事
始
在
之
、

　
　
　

假
殿
無
之
、

　

上
棟
禄
物
以
下
如
榎
本
社
、

　
　
　

勧
請
時

　
　
　

御
簾
弐
間
在
懸
緒
肆
筋
、

帽
額
耳
金
、

　
　
　

燈
爐
壱
基
在
鐵
鈦
綱
壱
筋
、

栗
形
、張
絹
、
　
　
　

�
　
　

」

　
　
　

御
幣
紙
壱
帖

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米
参
升
、

　
　
　

御
幣
串
弐
本
長
各
陸
尺
、

　
　
　

役
神
殿
守
弐
人
襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　
　

軾
四
丈
白
布
壱
端

　
　
　

荒
薦
弐
枚
長
各
漆
尺
、

　
　
　

神
殿
守
酒
肴
壱
具

一
、
祓
戸
社

　
　
　

鳥
居
壱
基　

玉
垣　

尻
懸
壱
支

　
　
　

事
始
在
之
、

　
　
　

假
殿
無
之
、

　

上
棟
禄
物
以
下
式
如
榎
本
社
、

　
　
　

勧
請
時

　
　
　

御
簾
壱
間
在
懸
緒
弐
筋
、

帽
額
耳
金
、

　
　
　

燈
爐
壱
基
在
張
絹
、

　
　
　

御
幣
紙
壱
帖

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米
参
升
、

　
　
　

御
幣
串
弐
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

　
　
　

酒
肴
壱
具

一
、
三
十
八
所
社
壱
宇

　
　
　

同
鳥
居
壱
基　
　

尻
懸
壱
支

　
　
　

肆
面

籬

　
　
　

燈
爐
壱
基
在
綱
・
栗
形
張
絹　

○
張
絹
ハ
等
ノ
上
ニ

　
　
　
　
　
　
　

 

重
ネ
書
キ
、

　
　
　
　

已
上
新
造
、

　

事
始

　
　
　

八
九
寸
壱
支
在
木
枕
弐
支
、

　
　
　

酒
肴
事

　
　
　
　

木
工
方　
　

酒
弐
瓶
子　
　

肴
弐
種

　
　
　
　

檜
皮
工
方　

酒
壱
瓶
子　
　

肴
弐
種

　

假
殿

　
　
　

壱
間
壱
面
板
屋
壱
宇
在
棟
、

漆
尺
間
定
、

　
　
　

在
板
敷
三
方
幷
御
棚
下
以
榑
板
拵
之
、

　
　
　

御
棚
壱
脚
白
木
、

　
　
　

御
戸
切
懸

（
第
十
九
紙
）

（
第
二
十
紙
）

等
、

〻
〻
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腰
長
押
破
風
開
板
打
之
、

　
　
　

打
板4
壱
枚
長
壱
丈
壱
尺
、

弘
壱
尺
、

　

下
遷
宮
雑
事
等
事

　
　
　

御
幣
紙
壱
帖

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米

参
升
、

　
　
　

繧
繝
半
帖
参
帖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」

　
　
　

御
壁
代
幷
御
内
料
薦
伍
枚
長
各
□
丈
、

　
　
　

筵
道
薦
拾
枚
長
同
シ
、

　
　
　

伊
簾
弐
枚
在
形
皮
肆
、

　
　
　

役
人
弐
人
襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　
　

軾
肆
丈
白
布
壱
端

　
　
　

桶
弐
口
御
鏡
等
奉
納
之
、

　
　
　

燈
爐
綱
布
漆
尺

　
　
　

金
槌
壱

　
　
　

釘
貫
壱
具

　
　
　

伍
寸
釘
壱
連

　
　
　

御

串
参
本

　
　
　

足
高
壱
脚
高
参
尺
、

一
、
上
棟
禄
物
以
下
式
同
水
屋
社
、

一
、
正
遷
宮
雑
事
等
事

　
　
　

繧
繝
半
帖
参
帖

　
　
　

御
簾
参
間
在
懸
緒
陸
筋
、

帽
額
耳
金
、

　
　
　

御
壁
代
参
帖
在
懸
緒
陸
筋
、

筒
抜
参
支
、在
木
尻
、

　
　
　

燈
爐
壱
基
在
綱
、栗
形
、

張
絹
、入
樻
壱
合
、

　
　
　

散
米
壱
折
敷
白
米
参
升
、

　
　
　

御
幣
紙
壱
帖
在
串
参
本
、

　
　
　

筵
道
薦
拾
枚
長
各
壱
丈
、　

　
　
　
　
　
　
　
　

�

　

」

　
　
　

鐵
鏁
鎰
参
具
在
鎰
緒
緋
組

壱
筋
、

　
　
　

御
棚
壱
脚
白
木
、

　
　
　

足
高
壱
脚
高
参
尺
、

　
　
　

役
人
弐
人
襷
襅
陸
丈
細
布
弐
端

　
　
　

軾
肆

白
布
壱
端

　
　
　

神
殿
守
酒
肴
壱
具

　

同
社
経
所
壱
宇
、
加
修
理
可
被
葺
改
之
、

　

同
雑
具
等
事

　
　
　

花
机
壱
脚

　
　
　

閼
伽
具
等

　
　
　

釣ツ
リ

棚
壱
枚

一
、
舎
屋
事

　
　
　

宝
蔵	

神
宮
寺

　
　
　

幣
殿	

直
会
殿

　
　
　

南
門
弐
階
楼	

竃
殿

　
　
　

検
非
違
使
屋	

御
油
倉
宿
直
屋

　
　
　

御
供
所
門
々
幷
屏
等	

造
酒
殿

　
　
　

神
祇
官
屋	

大
膳
職

　
　
　

官
行
事
所	

御
八
講
倉
弐
宇

　
　
　

一
切
経
蔵
但
為
検
校
所

御
沙
汰
、

	

安
居
房
在
雑
舎
等
、

　
　
　

水
屋
経
所	

若
宮
経
所

　
　
　

紀
伊
社
経
所	

車
宿　
　
　
　
　
　
　

�

　

」

　
　
　
　
　

已
上
可
為
修
理
、

一
、
着
倒
殿	

藤
鳥
居
壱
基
幷
築
地
在
覆
、

　
　

外
院
釘
貫
拾
伍
間
、	

二
鳥
居
壱
基
左
右
釘
貫
、

（
第
二
十
一
紙
）

〔
壱
カ
〕

〔
与
脱
〕

幣

（
第
二
十
二
紙
）

丈

役
人
歟

（
第
二
十
三
紙
）

〔
到
〕
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五
位
橋
・
六
位
橋
・
六
道
橋
、
已
上
三
ヶ
所　
　

一
鳥
居
壱
基

　
　
　
　
　

已
上
可
為
新
造
、

一
、
巠
拜
殿
壱
宇
、
加
修
理
可
被
葺
改
之
、

　
　

同
雑
具
等
事

　
　

畳
廿
帖
内
紫
縁
拾
陸
帖
、

黄
縁
肆
帖
、

　
　

寄
障
子
伍
間
内
壱
間
者
半
障
子
、

縁
紫
村
濃
、

　
　

鈴
参
カ
ウ
在
鈴
懸
参
、

　
　

燈
械
弐
在
鐵
盞
・
箸
、

　
　

鍉
伍
枝

　
　

皷
参

　
　

卜
拍
子
参
懸

　
　

燈
爐
壱
基
在
綱
・
盞
・
箸
等
、

　
　

爼
板
壱
枚
原
四
寸
、

　
　

刀
弐

　
　

酒
桶
弐
口
在
足
、参
升
納
、

杓
壱
枝
、

　
　

手
水
桶
壱
口

在
手
拭
、

　
　

持
桶
弐
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
　
　

」

　
　

伊
予
簾
捌
間
在
懸
緒
・
形
皮
、

　
　

明
障
子
陸
間

　
　

御
神
楽
用
途
拾
貫
文

　
　

酒
肴
壱
具

一
、
手
水
屋
壱
宇
、
加
修
理
可
被
葺
改
之
、

　
　

同
雑
具
等
事

　
　

釜カ
マ

弐
口
石
納
、

　
　

鍋ナ
へ

弐
口
斗
納
、

　
　

金
輪
弐
大
、

　
　

桕ウ
ス

壱

　
　

杵キ
ネ

弐

　
　

箕ミ

壱

　
　

足
桶
弐

　
　

持
桶
弐
在
杓
弐
枝
、

　
　

御
料
樻
壱

　
　

布
端
畳
拾
肆
帖

　
　

伊
予
簾
漆
間
在
懸
緒
・
形
皮
、

　
　

土
戸
垂
布
壱
間
紺
布
五
幅
、

　
　

階
壱
基
高
壱
丈
弐
尺
、

子
漆
、

右
、
就
造
替
条
々
注
進
之
、
数
篇
事
繁
、
漏
脱
事
定

候
歟
、
重
勘
出
候
者
、
追
可
令
注
進
之
状
如
件
、　　
　

�

　
　

」

　
　
　

永
仁
六
年
三
月　

日　

執
行
正
預
延
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神　

主
経
茂　
　
　
　
　
　

�

　
　

」

【
付
記
】
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
特
定
研
究
課
題
「
春
日
大
社
所
蔵
「
大
東
文
書
」

の
調
査
・
撮
影
」に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
り
、JSPS 25249083

基
盤
研
究（
Ａ
）「
被
災
・

破
損
を
起
因
と
す
る
建
設
の
技
術
革
新
と
建
築
様
式
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
」（
研
究
代
表

者
・
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
・
藤
井
恵
介
）
に
よ
る
成
果
を
含
む
。
現
在
、
春

日
大
社
で
は
式
年
遷
宮
の
仮
殿
遷
座
中
で
あ
り
、
本
年
秋
に
正
遷
宮
が
執
り
行
な
わ
れ
る

予
定
と
い
う
。
さ
さ
や
か
な
が
ら
祈
念
の
奉
謝
と
す
る
。

〔
厚
〕

（
第
二
十
四
紙
）

縁
■
カ

（
第
二
十
五
紙
）

（
中
臣
）

（
大
中
臣
）

（
第
二
十
六
紙
）
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